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(No.688)第14話喫煙後も注意 

－衣服や髪の毛などに染みついたタバコのにおいは結構... 

 タバコの煙は喫煙者本人だけが吸い込むのではなく、周りの人も吸わされ

ています。これを受動喫煙と呼ぶことは知っていますよね。この受動喫煙に

は、左図の漫画のように「二次喫煙」と「三次喫煙」があります。三次喫煙

は、喫煙者が吸い終わった後に残った有害成分を吸い込む事で「サードハン

ドスモーク」とか「残留受動喫煙」とも呼ばれています。煙がなくてもニオ

イがする場合がありますが、これがサードハンドスモークなのです。 

 いわゆる“タバコのニオイ”を感じた時はサードハンドスモークの被害を

受けているわけですが、このニオイを不快に感じる人は多く、頭痛や吐き気

をもよおす場合も少なくありません。タバコを吸い終わったからと言って、

他人への受動喫煙の心配がなくなるわけではないのです。 

(No.689)第15話保険料の割引 

－非喫煙者の保険料がスタンダードで、喫煙者向けは高くなる... 

 「もし、予期せぬケガや病気になって、大きな出費が必要になった

ら・・・」、皆さんは、そんな心配をしたことはないでしょう。しかし、将

来自立し限られた収入で生活するようになれば、こんな事も考えておかなけ

ればいけません。そこで世間の多くの人は、そんな時のために保険に加入し

ています。これは、日頃定期的に保険料を支払い、万が一の大きな出費をま

かなってもらう仕組みです。 

 その保険料が左図にあるように契約時の健康状態によって安くなるのを

知っていますか。その一番目にあげられているのが、喫煙の有無なのです。

つまり、タバコを吸っていなければ保険料が安くなるわけで、多くの保険会

社が、非喫煙者には割引する種類を用意しています。下の広告は、ある会社

の具体例で、「たばこを吸わない人にメリットがある」保険なのです。 

 いかがでしょうか。タバコを吸い始めなければ、タバコ代はかからない

し、保険料も安くなる上、何より病気になる確率も低くなりますが、反対に

吸い始めてしまうと、タバコ代＋高い保険料＋発病リスクがついてきます。 

(No.690)第16話また、吸えなかった 

－喫煙所でタバコを吸うにも一苦労する時代... 

 下図に示す改正健康増進法が施行されてから、公共の場では受動喫煙防止

措置が常識となりました。喫煙者が当たり前のようにいたる所でタバコを吹

かしていた時代は、今や遠い昔となってきました。それどころか、左の「工

場あるある」漫画のような事態もでているようです。 

 こんな苦労をしてでも、タバコを吸い続けなければいけない時代が来てい

るのです。タバコを必要とするのは、事情はともかく「タバコをやめられな

い」ニコチン依存症になっている人たちなので、吸い始めさえしなければ、

私たちの生活にタバコは必要ありません。 

 「また・・、吸えなかった・・・」なんて、タバコを吸うことが生活の中 

心になってしまうのは、とてもつらいですよね。だから、タバコに手を 出

すべきではありません。  
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